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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第57号

題字揮亳
　鈴木　義信 氏（４期・東京支部） 書道家

創立50周年記念で同窓会より寄贈の「獨立自尊」の記念碑

　この３月で定年退職なさいました熊谷曉校長の後を
受けまして、４月１日付で秋田南高校に着任いたしまし
た。どうぞよろしくお願いいたします。
　秋田南高校同窓会の皆様には日頃から母校の教育活
動にご理解ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。
　着任以来、菅原晟同窓会長始め役員・会員の皆様から
言葉をかけていただき、心強く思っております。また、各
支部の同窓会にも出席させていただきました。南翔総会
(4/21)の後、東京南翔会(6/19)、仙台支部蕗の会(6/23)、
秋田市北部支部(7/7) に同窓である本校教員とともに
参加させていただき、それぞれの青春時代を語る活き活
きとした表情、母校に対する熱い思いに触れることがで
き、嬉しく思いました。当初、伝統校の校長としてプレッ
シャーがあったところですが、同じような年代やずっと
若い同窓の方々とお話をすることで、たくさん元気と励
まし、応援をいただきました。今後とも万障繰り合わせ
て、各支部の集まりに参加させていただく所存です。
　奇しくも今年は本校創立50周年という節目の年にあ
たりますが、鈴木力雄創立50周年記念事業実行委員会
会長のもと計画してきた記念行事を、天気にも恵まれ、
順調に実施していることをご報告いたします。
  年度当初から本校OB倉田よしみさんから考案いただ
きましたイメージキャラクターを校内外の配付物や掲
示物に使い、「南高50周年」をアピールしてきました。６
月28日には全校生徒が見守る中で、校訓「獨立自尊」の
記念碑の除幕式を行いました。国道沿いの校舎南側、事
務室横に建立された校訓碑は横3.6m、高さ1.8mの立派
なものです。ぜひ一度ご覧いただきたいと思います。
　翌６月29日には、東日本大震災の被災地区にある高校
を支援する目的で招待試合を行いました。午前は本校体
育館で仙台育英高校と剣道で、午後は場所をこまち球場
に移して甲子園出場常連校の東北高校と野球で交流を
行いました。真剣での演武や全校生徒が二つに分かれて
の応援合戦など、声援を送る生徒にとっても強く印象に
残った招待試合となりました。
　翌６月30日の秋南祭の一環として、秋田魁新報社の

疋田大三氏(26期)と喜田良直氏(33期)によるOB講演会
を行いました。招待試合の模様を写真入りで報じた秋田
魁新報を全校生徒に配付して、「新聞という仕事」という
テーマでお話をいただきました。
  今後とも、10月５日の記念式典と祝賀会の成功に向
けて同窓会を始め関係各所と協力して取り組む所存で
す。よろしくご期待いただきたいと思います。
　学校経営につきましては今年の重点目標を、「創立50
周年の年として誇れる品性ある生徒を育て、生徒及び職
員が一丸となり、納得できる進路実績及び部活動実績を
上げる」として取り組んでおります。
  この夏は、北信越インターハイに、全県総体で初優勝を
遂げた女子剣道部と、男女アーチェリー部がそれぞれ団
体と個人で出場しました。文芸部は富山での全国高校総
合文化祭に出場しました。吹奏学部は、昨年度は全日本
吹奏楽コンクール「３年出場の翌年」にあたり、出場でき
ませんでしたが、満を持して出場した今年、見事全国大
会への出場を果たしました。名古屋で開催される全国大
会でも金賞に輝くことを願って、日々の練習に力を入れ
ているところです。
  進学面でも先輩たちの背中を追い、日々勉学に励んで
います。生徒には高い第一志望を設定し、それに向かっ
て邁進するよう話し、職員が一丸となって指導にあたっ
ているところです。それぞれの学年に応じたキャリア教
育を実施することで、適正な職業観や自己達成感を持た
せたいと考えています。
　今後とも学校運営にご理解ご協力を賜り、本校の発
展・充実のためにお力をお貸しいただきますようお願
い申し上げます。
　最後になりますが、皆様のご健勝とご活躍を祈念しま
して、着任の挨拶とさせていただきます。

秋田南高等学校

校　長　佐　藤　健　公

校長着任の挨拶
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 記念式典
【日　時】　平成24年10月5日（金）　13時　
【会　場】　秋田県民会館　大ホール
【内　容】　記念式典
　　　　　記念講演：講師　佐々木　毅（学習院大学
　　　　　　　　　　法学部教授・元東京大学総長）
　　　　　　　　　　演題：「学ぶこと」と「生きること」
　　　　　記念演奏：50周年記念委嘱作品「式典のた
　　　　　　　　　　めの音楽」（作曲：天野正道）を
　　　　　　　　　　本校吹奏楽部が演奏。

 記念祝賀会
【日　時】　平成24年10月5日（金）　17時30分　
【会　場】　秋田ビューホテル
【会　費】　祝賀会に参加するためには事前に入場券

（6,000円）の購入が必要です。同窓会では、こ
の祝賀会に際し毎年開催している「南翔の集
い」を兼ねることとして参加者を募っており
ます。記念式典、祝賀会に新たに参加を希望
される方は、次にお問い合わせ下さい。

【問い合わせ先】　秋田南高等学校同窓会企画部
　　　　　　　　渡辺尚喜　E-mail：watanabe@kofuu.co.jp

創立50周年の
同窓会・OB会関連事業を紹介します。

 創立50周年記念ゴルフコンペ
 ～ゴルフを楽しむ同窓生の参加を歓迎！～
　同窓会南翔ゴルフ同好会（会長佐藤竹昭）では「母校創
立50周年記念南翔ゴルフ同好会コンペ」を来たる9月30
日（日）、南秋田カントリークラブで開催します。参加を
希望される方、詳細を知りたい方は9月24日（月）まで連
絡願います

【日　時】　平成24年9月30日（日）　9:07 スタート
【会　場】　南秋田カントリークラブ
【参加費】　3,000円・プレー料金：各自精算
　　　　　表彰式/懇親会あり

【連絡先】　南翔ゴルフ同好会事務局
　　　　　鈴木久和　携帯090-4550-8873

 吹奏楽50周年記念演奏会
　国内外の音楽界で活躍するOBがゲスト出演。天野正
道（11期）、佐々木新平（37期）が指揮。森川修一（12期 ク
ラリネット）、松本徹（16期 三味線）、林有哉（35期 ピア
ノ）をゲスト奏者に迎え、吹奏楽部OB100名が南高校に
ゆかりのある名曲を披露する記念演奏会です。
　ラストは合唱部OBと共に「大いなる秋田から第3楽
章」を演奏します。是非ご来場下さい。もちろん校歌の演
奏もします。皆さん一緒に歌いましょう！

【日　時】　平成24年10月6日（土）　14時開演
【会　場】　秋田県民会館　大ホール
【入場料】　一般800円・中高生500円（当日券有ります）
プログラム　

【第1部】　現役ステージ
【第2部】　OBによるクラシックステージ　

・オマージュ・ドゥ・ラ・メモワール・「イー
ゴリ公」よりダッタン人の踊り　他

【第3部】　OBによるライトステージ
・クラリネットキャンディ・オブリビヨン‘忘
却’・吹奏楽と津軽三味線のための「津軽じょ
んがら節」・栄光への脱出・ラプソディー・イ
ン・ブルー・大いなる秋田から第3楽章　他

【問い合わせ先】　吹奏楽部OB会事務局
　　　　　　　　本田正博　携帯080-1673-8322

同窓生と共に祝う
創立50周年記念式典・祝賀会を！！
一昨年から準備を進めてきました創立50周年
記念事業のハイライトとなる記念式典及び祝
賀会がいよいよ間近にせまって来ました。
創立50周年記念事業実行委員会
では、この慶事を同窓生の皆様と
共に祝し、南高校の新たな歴史を
刻むスタートに、そして
創立100周年への
ステップにしたいと
心から願っています。

http://www.fisys.jp/

株式
会社
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　母校は今年4月13日に創立50周年を迎え半世紀の歴
史を刻みました。
　同窓生と在校生含めて二万名を越える組織規模とな
り名実ともに県内を代表する県立高校になりました。こ
の50年間は、これまで支えて頂いた多数の熱意ある教
職員・PTA各位からの指導の賜物であると共に同窓会
による母校愛、後輩育成への教育振興支援が大きな役割
を果たしてきていると確信しております。
　同窓会による特別記念事業を行うための浄財として、
寄付金、募金活動を展開しております。始めに4月に24
年度同窓会総会におきまして【創立50周年特別事業実
行委員会】を立ち上げ「募金活動に入る」決議をし、5月

に第1回委員会を開催し役員、理事、常任理事、各期の代
表者、支部・クラブ代表者による募金開始の決起を行い
ました。
　奉願帳は、各期代表による募金活動、趣意書による会員
への郵送募金要請（順次）を進め、PTA、団体、教職員現職・
OB、各支部長・クラブや部活のOB会、と多方面に要請が
行き渡るように行なっておりますので皆様には、自宅、会
社、期幹事から重複してると思いますが、記念すべき50周
年ですので重ねてご協力をお願い致します。

【寄付金募集要領】
専用振込用紙にて手数料無料で振込できます。
住所・期組・氏名（フリガナ）を必ずご記入下さい。
　北都銀行　本店　普通　６３７２４９５
　秋田銀行　本店　普通　１０２７００２
　郵便局振替口座　０２２８０－９－１１０６８８

（口座名）　秋田南高校50周年特別記念事業実行委員会

母校創立50周年
更なる『募金協力』のお願い

硬式野球
in こまちスタジアム

　快晴の初夏の元、
硬式野球の招待試合
が行われました。迎
えるは、宮城の強豪
校「東北高校」です。

　東北高校の応援席には、友情応援で南高生が陣取り両
校の応援合戦が南高生同士でスタートです。
　先攻の東北高校打線がいきなりの連打で2点先取！や
はり実力にまさる東北高校には手も足も出ないのかと
思われましたが、南高も1点返し反撃開始！その後ヒッ
ト数では相手を上回り、徐々に主導権を握ってきたかに
見えた7回裏、2対5のビハインドから南高打線が爆発！
一気に3点を取り同点に追いつきました。スタンドは歓
声で沸き返り、これはいけるっ！途中登板した主戦投手
は、故障後不調に悩んでいましたが、この試合で復活の
兆しが見えて来たのは嬉しい限りです。さて試合は進み
9回裏２アウトランナー無し！惜しくも引き分けか…と
皆が思った時、南高打線のクリーンアップがやってくれ
ました！ 3番打者ヒット、4番打者ヒットの連打でラン
ナー 1，2塁、「たのむっ…！！」の念が伝わったのか、5
番打者がタイムリーヒット！！土壇場の3連打でさよな

ら勝ちです。一気にスタンドは総立ちで万歳の声も！ま
るで誰かが書いたシナリオ通りのような展開の試合で
した。
　今回の試合ではヒット数も15本、しかもエラー無し。
創立50周年記念事業にふさわしい最高の試合内容でし
た。あとは悲願である「甲子園初出場！」を、と思うOBの
1日でした。

剣道 in 秋田南高校体育館

　母校創立50周年記念事業の一環として行われた剣道
の招待試合。対戦相手は東北地区でも勇名をはせる仙台
育英学園高等学校です。
　さて試合は、女子の部から。先鋒佐藤の面が鮮やかに
決まって火ぶたが切られました。
先鋒は両者1本ずつで引き分け、次鋒斉藤の面で勝ち越
すも、副将木村は惜しくも一本負け。大将戦にもつれる
も有効打突なく両者引き分け。
　男子の部も、実力伯仲の接戦になりました。先鋒藤田
は、両者一本ずつで引き分け、次鋒桧山は見事に面・小手
を決めて二本勝ち。中
堅澁谷は引き分け後、
三将加藤が小手で一
本勝ち、このまま副将
筒井、大将古井はとも
に引き分けで、対戦成
績2－0で母校南高校
が勝利を収めました。

創立50周年記念招待試合　
6月29日（金）
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 8期

　昭和４７年卒業の8期は、４年に
一度、オリンピックの年に同期会
を開いていて、今回で６回目にな
ります。８月１５日、ホテルメトロ
ポリタン秋田で開かれた同期会に
は、杉田先生や碓井先生、橋下先生
など６人の恩師をはじめ、同窓会の菅原会長にもご臨席
いただき、参加した７０人が旧交を温めました。
　また、来年は還暦を迎えることから、４年に一度の同
期会とは別に、還暦を祝う会を開催することを満場一致
で決めました。　（８期G組　山崎宗雄）

 9期

　8月12日、大町の第一会館にて、卒業40年を記念して
十数年ぶりに同期会が開催された。40名の9期生が出
席。恩師では益子清孝先生が出席してくださいました。
　当日の受付では会費とともに寄付金も受け付け、既に
納めた人を除き出席者全員から協力いただけた。
　卒業以来の顔合わせも見られ、懐かしさいっぱいの大
盛会となった。２年後の還暦イヤーでの再会を約して、
ほぼ全員が２次会へと流れた。

 20期

　８月11日、大町第一会館本館にて20期生の同期会が
行われた。集まったのは精鋭（？）17人、終始和やかな
雰囲気の中で会は進んだ。
　５年前の同期会では子どもや家族、仕事の話題が中心
だったが、今回はそれに加えて病気の話題もちらほら。
とはいえ、どんなに年齢を重ねても、高校時代は色あせ
ないもの。語り尽くせない昔話に花を咲かせた。
　創立50周年を迎えた母校のさらなる発展を祈念しつ
つ声高らかに校歌を歌い、再会を約束して会を閉じた。

各期の同期会より
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運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

硬式野球部
第94回全国高等学校野球選手権大会秋田県大会
　3回戦敗退（2－4能代）

全県高校総体
陸上
　男子　混成競技総合　2位
　　　　八種競技　　　2位　鈴　木　　　景
　　　　400m 4位　藤　峯　立　志
　　　　1500m 6位　工　藤　寛　和
　女子　400m 2位　加　藤　かあら
　　　　800m 1位　加　藤　かあら
　　　　1600mR 6位　今野・村田・加藤七・加藤
　　　　　　　　　　　　　　（東北高校選手権出場）
サッカー
　準優勝（0－1新屋）（東北高校選手権出場）
水泳
　男子　100m平泳ぎ 1位　田　口　稔　基
　　　　　　　　　　　8位　蓮　沼　太　郎
　　　　200m平泳ぎ 1位　田　口　稔　基
 7位　蓮　沼　太　郎
　　　　100mバタフライ　6位　佐　藤　公　哉
　　　　200mバタフライ　2位　佐　藤　公　哉
 5位　相　原　康　志
　　　　400mメドレー R　4位
　　　　400mR 6位
　　　　800mR 5位
　　　　総合第5位
　女子　200m自由形 8位　大　友　南　海
　　　　400mメドレー R　8位
　　　　400mR　　　8位
剣道
　男子　団体 2位
　　　　個人 3位　澁　谷　　　樹
 5位　藤　田　裕太郎・筒　井　雄　大
　女子　団体 1位　（東北高校選手権出場）
　　　　個人 2位　佐々木　颯　子
 5位　斉　藤　優　佳・木　村　早　希
バスケットボール
　男子 3位　（東北高校選手権出場）
バレーボール
　男子　ベスト8
アーチェリー
　男子　個人 1位　後　藤　貴　文

 2位　糸　山　裕　輝
 3位　阿　部　良　祐
　女子　個人 1位　佐々木　美　紀
 2位　渋　谷　弥　生
 3位　佐々木　千　夏
バトミントン
　女子　個人ダブルス　ベスト16　田中・森本組

東北高校選手権
剣道
　男子　団体 5位
　　　　個人 5位　澁　谷　　　樹
　女子　個人 2位　木　村　早　希
アーチェリー
　男子　団体　　　　　ベスト8
　女子　団体　　　　　ベスト8
　　　　個人 2位　佐々木　美　紀
水泳
　男子　100m平泳ぎ 6位　田　口　稔　基

インターハイ「北信越かがやき総体」
剣道
　女子　個人 3回戦敗退　佐々木　颯　子
アーチェリー
　男子　団体・個人　　予選敗退
　女子　団体・個人 　　予選敗退

文芸部
第36回全国高校総合文化祭
　文芸俳句部門出場
吹奏楽部
全日本吹奏楽コンクール第54回秋田県大会
　金賞　高橋紘一賞
全日本吹奏楽コンクール第55回東北大会
　金賞　全国大会出場決定
写真部
第32回秋田県高等学校写真連盟展
　佳作　佐　藤　耕　平
書道部
第30回全県高校書席大会
　1等　田　口　美　里・泉　　　香　夏
　2等　佐　藤　麻理恵・加　藤　潔　美・大　友　美　鈴
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　5月2日、鈴木力雄君と私（共に5期）は、酒を酌み交わ
していた。自坊近くの美味しいものを出してくれる気楽
な店、少々遅れて同期の石郷岡はつみさん、佐藤隆君が
加わった。力雄君はまめにテーブルの空いたビール瓶を
傍らにまとめながら、顔を私に向けポツリと言った。「南
高初代校長信太四郎先生の墓、探してども…矢田、おめ
探してけねが…！？」
　私達5期生は昭和41年4月の入学故、信太先生は既に
退官されておられた。以前、2期生の姉から素晴らしい
先生であると聞き及んではいたが、面識も思い出も無
かった。力雄君になぜと聞くと、「おめも知っての通り、
今年南高校創立50周年だべ。それで記念事業やる前に、
信太初代校長の墓参りするべ、という事になってよ、ん
だども六郷の寺まではわかったども、どごの寺だかわが
らねがら調べてもらえねが…！？」
　六郷は全国でも有数の寺の密集地である。住職の私が
調べるのは当然の成り行きであるし、嬉しく思った。墓
参りから始めようとの心根に手を合わせた。すぐに調べ
た。何軒かのお寺にあたってみたら、4 ～ 5軒目で判明
した。小生もよく知っている広照寺さんであった。先生
の御遺族は今は六郷を引き払われ、跡地は公園になって
いた。数年前、奥様もお亡くなりになり、神戸から息子さ
んが納骨に来られ、今は共に埋葬されているとのことで
あった。

　5月26日、佐藤健公校長、熊谷曉先生、中澤一男先生、
野口養吉先生、碓井隆先生など総勢13名がお寺に集合
した。広間に通して頂き、お出し頂いたお茶で持ち込ん
だおにぎりを頬張り、ご住職の帰坊を待った。信楽院釋
浄教（しんぎょういんしゃくじょうきょう）、昭和47年7
月9日卒。先生の御法名である。墓前に額づき、読経後全
員焼香した。御住職に礼を述べ、各々車に分乗して広照
寺を後にした。天気の佳い日だった。
　7月12日夜、5期生の有志17名、拙寺の広間で飲み会
を催した。62年の人生で、僅か3年の南高生活、クラス
も別々なのに不思議なものである。中国の諺に「水を飲
むとき、井戸を掘りし人忘るる勿れ」とあるが、信太四郎
先生は、正しく南高の歴史に初めて鍬を入れられたおひ
とりであったと偲ばれる。今その井戸は、各々学友の友
情を潤し、これからも幾多の卒業生の輪を産み出してい
くのである。

浄弘寺　住職　矢田正康（5期）

初代 信太四郎校長先生の墓参記

　いや～、今年の夏は残暑がジリジリと厳し
いっすな～。皆さん体調管理には十二分に気を付
けてくださいね～。
　さてさて…秋の行楽シーズンを前に、私…つい
この間、人生初体験をして来ました。
　何かって？芋の子（里芋）掘りです。しかも一
大産地の山内地区で。ですよ～。生産者の方から
色々お話しをお聞きする事が出来たんですけ
ど、残念ながら今年は過去に無い位、同じ時期と

しては育ちが悪いようです。原因は…暑さのせいと、雨不足…
ダムの貯水問題もニュースになっていますもんね…とは言
え、体に鞭打って頑張って引っこ抜いて来ました。
　里芋ってどう言う風に土の中で茎にくっついているか皆さ
ん知ってますか？知らないでしょ～。（実は私も知りませんで

した…）結構面白くてビックリですよ！
　今回は育ち具合を見る為に、少しだけの収穫でしたが、掘り
たてのトロトロ里芋を美味しく頂いちゃいました。いや～美
味かったな～。
　食欲の秋…食べ過ぎのせいで、今度皆さんにお会いした時

「あなた誰だっけ？」と言われない様、気を付けたいと思う今
日この頃です。
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